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円
安
の
流
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
こ
の
原
稿
を

執
筆
し
て
い
る
時
点
（
９
月
６
日
午
後
）
で
、

政
府
（
財
務
省
）
は
円
ド
ル
相
場
１
４
７
円
台

で
「
ド
ル
売
り
円
買
い
操
作
」
を
民
間
銀
行

に
依
頼
し
て
（
原
資
は
政
府
の
外
貨
準
備
金
）、

ド
ル
高
抑
制
（
円
買
い
操
作
）
を
実
施
す
る
こ

と
を
示
唆
し
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
財
務
省

の
神
田
財
務
官
が
「
円
安
抑
制
に
は
あ
ら
ゆ
る

選
択
肢
を
排
除
せ
ず
」
と
明
言
し
て
、
市
場
を

牽
制
し
て
い
る
。
市
場
は
円
安
に
向
か
う
が
、

政
府
は
円
高
を
好
ん
で
い
る
。

な
ぜ
円
安
に
振
れ
る
の
か

　

一
国
の
対
外
収
支
を
表
示
す
る
も
の
は
国
際

収
支
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
経
常
収
支
と
資
本

収
支
に
分
か
れ
、
経
常
収
支
は
貿
易
・
サ
ー
ビ

ス
収
支
と
所
得
収
支
か
ら
な
る
。

　

現
在
の
日
本
は
貿
易
・
サ
ー
ビ
ス
収
支
は
赤

字
で
あ
る
が
、
所
得
収
支
が
大
幅
な
黒
字
で
あ

る
の
で
、
経
常
収
支
は
黒
字
で
あ
る
。
し
か
し
、

マ
ネ
ー
の
流
れ
で
見
る
と
、
金
融
収
支
の
黒
字

額
の
一
部
を
現
地
に
残
せ
ば
、
国
内
に
還
流
さ

れ
る
黒
字
額
は
減
少
す
る
。

　

さ
ら
に
円
ド
ル
相
場
に
影
響
を
与
え
る
の
は
、

海
外
の
金
利
と
日
本
の
金
利
で
あ
る
。
日
本
は

先
進
国
の
中
で
唯
一
低
金
利
国
で
あ
り
、
い
ま

だ
に
政
策
金
利
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
適
用
し
て

い
る
。
最
近
の
円
ド
ル
相
場
を
見
る
と
、
マ
イ

ナ
ス
金
利
の
日
本
で
調
達
し
た
マ
ネ
ー
を
米
ド

ル
国
債
（
金
利
は
10
年
物
で
利
回
り
年
４
・
２

％
前
後
）
に
投
資
す
る
投
資
家
が
多
く
、
こ
れ

が
市
場
で
「
円
売
り
ド
ル
買
い
」
と
な
っ
て
円

ド
ル
相
場
が
円
安
方
向
に
振
れ
て
い
る
こ
と
が

分
る
。

日
本
に
と
っ
て
、
円
安
と
円
高
、 

ど
ち
ら
が
よ
い
の
か

　
「
円
」
は
日
本
国
を
代
表
す
る
通
貨
で
あ
り
、

国
民
と
し
て
「
円
」
と
い
う
自
国
通
貨
の
価
値

を
維
持
し
強
め
た
い
気
持
ち
は
当
然
持
っ
て
い

る
。
自
国
通
貨
が
高
く
な
り
（
例
え
ば
現
在
１

ド
ル
＝
１
２
０
円
が
１
０
０
円
に
な
る
）、
円

の
対
外
購
買
力
が
強
く
な
れ
ば
、
外
貨
に
交
換

す
れ
ば
多
く
の
外
貨
が
得
ら
れ
る
の
で
、
海
外

　

安
倍
晋
三
元
首
相
の
経
済
政
策
は
３
本

の
矢
と
言
わ
れ
、
大
胆
な
金
融
緩
和
、
機

動
的
な
財
政
政
策
、
民
間
投
資
を
喚
起
す

る
成
長
戦
略
、
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
態

を
見
る
と
、
財
政
政
策
は
実
質
緊
縮
財
政

で
あ
り
、
何
も
残
ら
ず
、
成
長
戦
略
も
見

る
べ
き
も
の
は
な
い
。
大
胆
な
金
融
政
策

が
唯
一
、
新
し
い
政
策
で
あ
っ
た
。

　

黒
田
日
銀
総
裁
が
異
次
元
の
金
融
緩
和

と
称
し
て
、
発
行
済
み
で
市
場
に
出
て
い

る
日
本
国
債
の
50
％
強
ま
で
買
い
上
げ
、

か
つ
主
要
株
式
ま
で
買
い
上
げ
て
、
市
場

に
日
銀
マ
ネ
ー
を
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
に
供
給

し
た
。
し
か
し
多
く
は
海
外
の
投
機
マ
ネ

ー
と
し
て
流
失
し
、
国
内
の
成
長
産
業
に

は
回
ら
な
か
っ
た
。

円
の
通
貨
価
値
を
堅
持
す
る

　

現
在
の
国
際
通
貨
制
度
は
自
由
変
動
制

で
、
市
場
の
需
給
に
よ
っ
て
為
替
相
場
が

決
ま
り
、
通
貨
の
価
値
が
上
下
す
る
。
円

安
が
長
期
化
す
る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど

か
ら
の
労
働
者
が
日
本
へ
来
な
く
な
り
、

ま
た
有
能
な
頭
脳
が
海
外
へ
流
失
す
る
。

　

対
外
的
な
円
の
価
値
が
ど
の
ぐ
ら
い
か

を
調
べ
る
に
は
、
円
の
購
買
力
平
価
を
し

っ
か
り
と
調
べ
、
円
の
市
場
で
の
為
替
相

場
が
購
買
力
平
価
か
ら
大
き
く
乖
離
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
購
買
力
平

価
と
は
、
世
界
の
ど
の
市
場
で
も
最
適
と

思
わ
れ
る
（
一
物
一
価
が
成
立
す
る
よ
う

な
）
為
替
相
場
で
あ
る
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
の

計
算
に
よ
れ
ば
、
円
の
購
買
力
平
価
は
２

０
２
１
年
で
１
ド
ル
＝
１
０
０
・
４
円
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
の
市
場
で
の
円
ド
ル

相
場
は
、
１
ド
ル
＝
１
４
８
円
台
で
あ
る

か
ら
、
相
当
な
円
安
と
な
っ
て
お
り
、
円

安
抑
制
策
が
望
ま
れ
る
。

　

日
本
の
金
利
は
低
す
ぎ
る
。
政
策
金
利

は
マ
イ
ナ
ス
年
０
・
１
％
だ
。
諸
外
国
が

低
金
利
か
ら
脱
却
し
て
い
る
の
に
、
日
銀

は
ど
う
し
た
の
か
。
新
総
裁
・
植
田
和
男

氏
の
鼎
の
軽
重
が
問
わ
れ
て
い
る
。

へ
行
け
ば
「
高
く
な
っ
た
分
だ
け
」
多
く

の
買
い
物
が
で
き
る
。
し
か
し
、
輸
出
業

者
か
ら
見
れ
ば
、
１
ド
ル
の
輸
出
商
品
を

売
れ
ば
、
１
２
０
円
と
れ
る
と
思
っ
て
い

た
の
に
１
０
０
円
し
か
得
ら
れ
な
い
か
ら
、

手
取
り
額
が
減
少
す
る
。

　

日
本
は
輸
出
立
国
で
あ
る
の
で
、
円
安

の
方
が
手
取
り
の
円
金
額
が
増
え
る
。
だ

か
ら
輸
出
業
者
は
円
安
を
好
む
。

　

し
か
し
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
９
割
程

度
は
輸
入
で
あ
り
、
食
料
も
６
割
は
海
外

に
依
存
し
て
い
る
。
円
高
で
あ
れ
ば
、
輸

入
商
品
を
安
く
買
え
る
の
で
、
国
民
に
と

っ
て
円
高
の
方
が
よ
い
。
輸
出
が
増
え
る

円
安
を
好
ん
で
い
る
日
本
も
、「
円
高
の

方
が
電
気
代
が
安
い
」
と
い
う
こ
と
が
分

り
、
よ
う
や
く
国
民
の
間
に
「
円
安
と
円

高
」
が
生
活
に
与
え
る
影
響
が
分
っ
て
き

て
い
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
円
安
が
日
本
を

弱
体
化
し
た

円安と円高、 どちらが日本を円安と円高、 どちらが日本を
強くするか強くするか


